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十字架のイエス様―その5（ヨハネ19:28-30）
　皆さんが現場で今告白したように、私は本当に幸いなのだと味わっていれば、周りから見て感じるようになります。霊的なことは、形はなくてもそのように伝わるものです。しかし、残念ながら、多くのクリスチャンの方々が、現実の中で心配に捕らわれている場合が多くあります。あるいは、様々な葛藤に縛られて困難しているクリスチャンも少なくありません。その結果、クリスチャンの助けを待っている未信者がたくさんいる中で、クリスチャン自分自身はとても無気力な状態でいる残念な現実があるわけです。礼拝を通して、それを克服するための答えを必ず見つけなければなりません。なぜ、クリスチャンの方々が様々な余計なものに捕らわれて、無気力な後退になっているのでしょうか。それは複雑ないろいろな理由があるわけではなく、神様が私たちにすでに与えられましたいのちの福音、救いの祝福である福音が何かを正しく分かっていないがゆえに、また、福音がわかったとしても正確に理解していないがゆえに、そのような無気力な状態になるのです。クリスチャン自分自身が何かの能力がないから、どこかが足りないからではありません。周りの状況や環境が険しいからでもありません。そういうことに、ついついだまされがちですがそうではないことを今日、はっきりしていただきたいと思います。福音さえ正確に理解すれば、この無気力な状態から脱出し、力ある人を本当の意味で助けることができる輝く勝利のクリスチャンになれるはずです。聖書にはその証拠だらけであるし、皆さんがこれからそのような証人でなければいけないのではないでしょうか。その福音というのはいったい何でしょうか。

　今日の聖書を通して、その内容を正しく悟っていきたいと願います。十字架の上にイエス・キリストがかけられている状態です。もうまもなく息を引き取るような瞬間です。そこには私たちが勝利するための完璧なメッセージが全部あります。それを今まで礼拝を通してひとつひとつ考えてまいりました。その中で、今日はイエス様が本当に目の前に死が来ているということに気づいて、聖書をすべて成就するために、のどが渇いたとおっしゃいました。聖書の預言によりますと、キリストが死なれるときに酸いぶどう液を口につけるという預言があります。それを成就するために私は渇いたとおっしゃいました。すると、預言どおりのことがそのまま成されるようになります。それから、最後にイエス様がこの言葉をお話しされて息を引き取られるようになります。すべてを完了した。これが福音です。皆さんが理解している福音はどのようなカラーであり、どのような内容なのでしょうか。キリストである救い主のイエス様が、十字架の上で最後の最後におっしゃいました。その言葉が福音そのものです。すべてを完了した。これがどういうメッセージなのかを今日、考えながら、福音を改めて理解していただきたいと願います。
すべてを完了したとおっしゃっているのは、まず第１に人のなにかと人の救いとは全く何の関係もないというのがメッセージです。イエス様ひとりで救いのすべてを完了されました。と言いますのは、人のどうのこうのということは、救いと人の人生のまことの変化とまことの幸せとは何の関係もありませんというメッセージです。それが福音です。皆さんは福音をそのように理解していらっしゃるのでしょうか。世の中には様々な宗教があります。私が知らないでいる宗教もたくさんあると思います。しかし、間違いなく私が理解しているのは、どこの宗教であれ、どの時代の宗教であれ、宗教の根本は同じです。宗教の根本は何でしょうか。その宗教というときに、それがこの世とも等しくなるものです。この世の根本はいったい何でしょうか。国も違うし、肌色も違うし、また、時代によって文明やいろいろな内容が異なります。それにもかかわらず、共通する部分、根本は一緒です。

それが何かというと因果応報の思想です。人になにかの理由、原因があって、今のような結果が現れたという思想です。つまり、これは人間が主体です。人が中心です。それがどの宗教でも共通して流れている思想だと覚えていただきたいと思います。世の中には様々な人間がいるし、いろいろな人種がいます。つまり、宗教、世の中の思想、考え方は何かと言いますと、人間はみな同じ人間ですが、人間という種類では一緒なのですが、皆それぞれ異なる、違う、いろいろな差があるというのが宗教の思想です。だから、一回努力することと、10回努力したこととはまったく違う。生まれたときに能力を備えて生まれたものと、逆に生まれたときにそのようなことがまったく欠けて障害者として生まれた人とは人権としては一緒なのですが違う。それによって人の幸せや、その人の将来、その人の人生の成功、失敗が左右されるものだというのが宗教の思想であり、世の中の根本的な流れです。しかし、イエス様は、そして、聖書は私たちにこのように教えています。
すべてを完了したとおっしゃっているのは、世の中には様々な違いがあり、いろいろな点で人間それぞれ違います。人生いろいろ、男もいろいろ。そう歌詞にも言われているように、様々な人間がいます。いろいろ違いがもちろんあります。それにもかかわらず、そのすべての人が実は一緒だというのが聖書の教えです。ご存知ではないでしょうか。ローマ3：28には、いろいろな人種があり、人格も異なり、才能も違うし、財力、知識の程度、その人の人柄、品性なども皆、違います。文化も違うし好みも違うしこだわりも違うし、いろいろな違いがあるにもかかわらず、すべての人は罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができない。これをまず正しく理解しないといけないのではないでしょうか。つまり、すべてを完了したというメッセージの中には、人のいろいろな違い、人同士に見られるいろいろな差などがありますが、それは根本的に人の救い、幸せ、人生のまことの変化には何の関係もないという話です。これがすべてを完了したというイエス様のお話し、十字架の上でのイエス様のお話の中から私たちがキャッチできるメッセージです。「先生、しかし、ものすごく苦しんでいた人がどこかの修行などに行って、がらっと人が変わって来ましたよ。あるものすごく追いつめられていた人が、教師の一言によって、人生がガラリと変わって、それで今の成功ある人生になりましたよ」という話をたくさん聞きます。確かに、そのような変化はあります。でも、皆さん、吟味して覚えていてください。そのような変化というものは、良いか悪いか、必要であるかどうかは別にして、人生のまことの変化が隠れて見えないように、まことの変化には至らないようにごまかす可能性のあるものです。「あの人、変わったね」。確かに変わったかもしれません。それは人生の望ましい真の変化ではありません。それなのに、そのように変わったことによって、不良がものすごく善良な学生に変わったことによって、変わったと思い込んでいると、本当に変わらないといけない部分があるのに、そこは見過ごしてしまう可能性があります。私たちが世の中で見ている変化というものは、どのようなきっかけで、どのようにして変わったのかは分かりませんが、まことの変化、人間に絶対に必要な絶対的な変化を邪魔するごまかしになる可能性があります。これが聖書の理解です。教育によって人は変わるかもしれません。教育は必要でしょう。でも、教育によって、今のアフリカのいろいろな問題が改善されて良い状態になるかもしれません。でも、私たちはそれでごまかされてはいけません。その変化がいらないというわけではありませんが、だからといってそれ以上、変わらなくてもよいのか。また、その人には変化などいらないのかと言いますと、そうではありません。まことの変化ではありません。
ある人が、ものすごく貧しい状態から、何かのきっかけで、また自分の努力によって成功ある豊かな裕福な人生に変えられる場合があります。でも、それは本当に裕福な人生でしょうか。それは私たち人間にまことに必要な、まことの裕福さ、祝福が見えないようにしてしまうごまかしです。勘違いしてしまうと。そういう意味で、人の変化などは根本的な救いと幸せ、人生のまことの変化とは何の関係もないということを忘れないでいただきたいと思います。人の救い、人のまことの幸せ、人生のまことの変化、その全部を合わせて救いと言いますが、それはイエス様ご自身がひとりで十字架の上ですべてを完了した内容です。人のどうのこうのは一切関係ありません。だから、私たちの方から言いますと、ただ信仰によって生きるということになります。形がどうであれ、肌色がどうであれ、人の能力がどうのこうのと関係なく、誰でも義人は信仰によって生きるのです。義人は修行や努力によって生きるのではなく、義人は言信仰によって生きるものです。なぜでしょうか。イエス様がひとりで全世界から見捨てられ、十字架にかけられひとりですべてを完了したということをよく覚えていてください。
皆さんの何が悩みの種でしょうか。また、何が皆さんの幸せ、不幸の理由、原因、きっかけだと思っていらっしゃるのでしょうか。それが勘違いです。皆さんが抱えている、人間の基準から見たときに、良いもの悪いもの、ハッピーなダメなこと、いろいろあるかもしれません。それが本当の幸せと、本当の成功と、まことの人生の変化とは一切関係ありません。イエス様ひとりですべてを完了しました。それなのに、なぜ皆さんはいまだに人と比較して、それで相手を評価したり、自分を評価したり、比較意識の中で傷ついたり、追い詰められてしまったり、焦ってしまったり、あるいは優越感を持ったりするような人生を歩いていらっしゃるのでしょうか。今日限り、皆さんのどうのこうのと人生の幸せとは一切関係ありません。イエス様ひとりですべてを完了したわけなので、今日限り比較意識は徹底的に排除してください。それは要らないものです。それは全部、勘違いから生まれたものです。特に、精神的に悩んでいる方のほとんどは心の奥底に不安と言うものがありますが、それがだいたい比較意識の中から不安に捕らわれたり、また不安がそのような比較意識を生み出したりするものです。それは最初からの勘違いです。当てにしてはいけません。それを思いきり捨てるために、今日のイエス様のお話に耳を傾けてください。イエス様ひとりで、皆さんと一緒に分かち合って十字架に一緒に昇られたわけではありません。皆さんのなにかの助けによって、十字架に昇られたわけではありません。皆に捨てられて、イエス様ひとりで十字架にかけられて、ひとりですべてを成し遂げられておっしゃいました。すべてを完了した。人間の幸せのために、人の救いのための。人のまことの人生の変化、まことの人生の成功、まことの安らぎのためのすべてを私一人で全部完了した。あなたがたと関係ないとおっしゃっているのです。これが福音です。なぜ皆さん、自分自身のどうのこうのにいまだ縛られていらっしゃるのでしょうか。撤廃してください。今日、契約として言葉を皆さんの心に蓄えて帰っていただきたいと思います。人間のどうのこうのは撤廃です。振り回されないように。それほど何かを言えるような、それに値するような価値ある重みあるものは、私たち人間の方にはありません。

私は生まれたときから変な家庭に打生まれたのでこうなってしまった。私は生まれたときから障害があって、才能ないままで生まれたので、IQが二桁にしかならないように生まれてしまったのでしょうがないでしょう。それは嘘です。そういうことと、その反対だからといって、その人が幸せになれるかというと関係ありません。イエス様ひとりですべてを完了した。人のなにかとは一切関係ありません。そして、イエス様がすべてを完了したとおっしゃった私たちに与えられるメッセージは、イエス様の救いは完全であり、完璧であり、十分なのだということがメッセージです。残念ながら、今礼拝をささげている皆さんの話です。イエス様を救い主として信じますと告白したでしょう。そのイエス様によって皆さんに与えられている救いがいまだに不十分なのです。皆さんにとって。だから、心配も多いし、疑問も多いし、あちこち首を突っ込んだり、突っ込みたくなります。今日限り、それを全部捨ててください。イエス様の救いは、すべてを完了したのです。完了という言葉の意味がお分りでしょうか。日本語にはあるかもしれません。韓国語にはないのですが、英語には現在完了形というものがあります。それは今完了して、その状態がずっと続くという意味です。完了した。10％くらい残しておいて、あとに残業があるとかおっしゃったわけではありません。すべてを完了した。つまり、イエス様の十字架による救いは完全なる解放です。皆さんの知らないでいる罪でさえ、これから生涯犯してしまうだろうという罪でさえ、イエス様の十字架の救いは完全に完璧にきよめられました。すべてを完了したというのは、そのような意味です。
私たちは物理と肉の次元しか分かっていない者なので、中々、信仰に立てないのですが、目の前に出来上がっているものだけが完了ではありません。神は昨日、今日というものがありません。アルファでありオメガであって、時間というものは神様の作りものであって、時間も想像の産物です。イエス様が十字架の上ですべてを完了したというのは、過去のものも、未来も、私たちにとっては未来であって、神様には未来などはありません。それも全部、一緒に合わせて終わらせたという意味です。私の目の前で終るから、すべてが終わるという意味ではありません。だから、メッセージを聞いてください。すべてを完了した。完全なる解放です。皆さんの罪は完全にきよめられ、その罪によってのろわれ罰せられ滅びるしかないでしょう。その滅びの運命も完全に終わりました。もう二度とその世界に戻ることはできないように、救いは完全なるものです。「でも、私は昨日も罪を犯しました。私にはまだまだ弱さがって、このミスも、過ちも犯します」。それを皆さんに勧めるわけではありませんが覚えていてください。すべてを完了したというのは、それも全部含めて終わらせたという意味です。すべてを完了した。これが福音です。だから、クリスチャンの多くの方々が福音を正しく理解していないがゆえに、信仰は持っているのに、自分の弱さや何かの過ち、いろいろなトラブルの前で、なぜ救われたのに、すべて終わったと言われているのに、私には終わっていないのか。なぜこのようなことがあるのか。どうしようかという方向に行ってしまいます。それがものすごく良心的であるかのように思うのですが正反対です。それは悩む種、材料ではありません。逆にすべてが終わったということを確認し、もう一度告白するための材料です。違いますか。考え方を変えてください。
前にもお話したように、私は良い信仰者であり、また良い信仰者になろうとしているのに、なぜこの弱さがなくならないのでしょうかと悩んでいる青年がいました。それは逆です。それがあって良かったのではないでしょうか。それを通して、理論ですべてが終わったと言っていたのに、理論ではなく、この弱さを取り上げて、これもすべてを完了した中に入ると告白するための材料なので、より強く、深く救いの本当の祝福の中にのめり込んでいくための材料なので良かったのではないでしょうか。何も引っかかるもの、問題になるものはありません。皆、福音が正しく理解できていないまま、昔の宗教の意識を持ってひとつひとつにアプローチしているから問題ではないでしょうか。すべてを完了した。なんと自由なのでしょうか。

救いはそれだけではありません。今から、天に召されるそのときまで、完璧に同行されます。どのようにしてでしょうか。何を完了したのでしょうか。旧約の時代は限界があったということなので、イエス様の復活の後は聖霊様を通して信じる、救われるひとりひとりの中に入って内住することを完了したと言います。内住するだけでなく、限界のある弱い私たちが険しい世の中を生きているときに、そこで問題にならないで完璧に勝利できるように、聖霊様が完璧に導かれることを完了したと言います。そして、どんな問題であれ、エリコ城が立ちはだかっていたとしても、聖霊の力によって完璧にすべてを乗り越え打ち破って勝利できる、神の約束に突き進むことができる神のわざが現れることに問題がないように完了したと。だから、完璧に同行されることが救いです。何も言い訳にすることも心配することもありません。皆さんの弱さが心配でしょうか。救いが何かわかっていないからです。弱さがあるから問題ではありません。周りの状況や環境があまりにも厳しくてややこしいのでしょうか。それでがっかりして後退しているのでしょうか。それは環境や状況が険しいからではありません。救いが何かをわかっていないからです。完璧な聖霊の導きがあるのが救いです。聖霊が臨まれると力を受け、迫害があろうが、ローマの植民地であろうが、どんな状況であろうが、乞食みたいな人ばかりが集まっていようが関係なく、エルサレムから地の果てにまでイエスの証人となれるように導かれて神のわざが現れるはずです。これが救いです。そのことのためにすべてを完了しました。
そして、イエス・キリストを信じることによって、皆さんに与えられました救いの祝福は十分な祝福です。今申し上げましたその通りです。このことを誤解しないようにしてください。世の中には聞こえない言葉です。また、皆さんが必死にがんばっても理解できません。福音の中にある言葉、すべてを完了した。私の弱さも問題にならにように。状況の険しさも問題にならにように完了したのです。それから、皆さんがいつこの世の人生が終わっても必ず天国に迎え入れられるように永遠に保障されています。前にもお話したように、まだ天国に行ったこともないのに、キリストであるイエス様が天の御座に座っていらっしゃいます。私たちも救われる瞬間、そこに一緒に座らせてくださいましたと、過去形で言われていることを覚えていてください。世の中では理解できません。先ほども申し上げましたように、時間の制限などはありません。時間に縛られる神様ではありません。皆さんがイエス・キリストを受け入れた、救われた瞬間、皆さんはイエス様と一緒にそこにいらっしゃることです。物理では理解できません。霊の世界は、皆さんの魂は物理の限界を超えています。だから、ノーベル賞はもらえません。ノーベル賞は物理以外にはできないから。ここにいらっしゃると同時に、イエス様とともに天の御座に今いると過去形です。つまり、救いというものは永遠に保障されているものです。これを全部まとめると、皆さんがイエス様を信じることによって救われた瞬間、皆さんは完全に変えられました。この言葉の意味を深く考えてください。以前のものは過ぎ去り、すべてが新しくつくられた。それは創造のときに使う言葉です。何もないところからあるようにしたもの。創造。そのようにして皆さんが新しく創造されたと聖書は私たちに言っています。イエス様の救いはこのように完全で完璧で十分です。

教会の中でも、また神学を学ぶときも聖化という言葉をよく使います。聖化のことを、救われたので感謝とともに、主の御前に行く間にまだ整っていないので、それをひとつひとつきよめていくものだと言います。ある意味ではあっていますが、ある意味では違います。聖化というものは、もうすでにイエスを受け入れた瞬間、ローマの手紙を見ていても、定められているものを呼んで、呼んでいるものを救われ、救われているものもすでに栄華にしたと書いてあります。だから、救われた瞬間、完全に完璧に変えられたのですが、それを世にいる間に様々な環境や自分の人間的な弱さを通して、ひとつひとつ確認していく作業が聖化です。きよめていくことではありません。だから、清め派などは逆に教えています。みな負担です。皆さんのどうのこうのと皆さんの変化と救いと幸せとは関係ありません。そのように救われました。救われたときに十分で完璧に救われました。すべてを完了した。だから、これからきよめていく理由はありません。でも、弱さもあるし、こんなでたらめなところもあるし、いろいろありますが、それはもう完全な変化だと告白するための材料なのです。それにどんどん縛られなくなるということで、完璧な救いをどんどん現していくというプロセスが聖化です。皆さんが努力をしてきよめていくということではありません。イエスの十字架の上ですべてを完了しました。それがそのまま受け入れるときに皆さんに届いただけです。覚えていてください。存在そのものが変えられたということが救いです。ただ皆さんが肉体的に見たときに、顔もそのままの顔であるし、50年くらい若くなれば信じようとしましたが、顔もしわもそのままだし、弱さもそのまま残っているから完璧で完全なる変化ではないと思いがちですが、肉は無益なもので生かすのは霊であり霊的な目で考えてください。イエス・キリストを信じて受け入れた瞬間、皆さんは何も変わっていなくても、弱さがどれほどあり、夢の中で悪霊が現れてなにかが見えてきた、聞こえてきたとしても関係なく、完璧に救われました。皆さんは変わっています。それを握ることが信仰です。弱さの前で握ってください。何か幻聴が聞こえるところで握ってください。地域の礼拝のときにも言いましたが、皆さんがどれほどの度胸を持つべきなのかと言いますと、サタンはイエス様を殺そうとして十字架にかけられました。それがかえって、人の完璧な救いを成し遂げられるきっかけとなりました。サタンよ。ありがとうでしょう。違いますか。今も救われた私たちに対して、自分の弱さや過去の様々な記憶やいろいろな弱点を取り上げて、ときには死ねと聞こえる場合もあります。どれほどの度胸でしょうか。「イエスはキリストです。すべてを完了した。だから、私は神の子どもです。今、死ねば天国に行けるのだから別に問題はないけれど。死んでも構わないのだけど」。そうすると、サタンはつまらなくなってしまいます。

それから、それがサタンの攻撃であるので、それに負けないで「ああ、そうか。だから、私は完璧な救い、イエス・キリストの方により頼む方に行きます。そちらの方に私を推し進めてくれて、サタンよ、ありがとう。死ねと言ってくれてありがとう。変なものが見えてきて怖がらせることがあってありがとう。それによって私はイエス・キリストの方に行く。救いの完璧な祝福を握る方向に行く」。そうすると、サタンがギブアップして症状もどんどん無くなります。救いは完璧です。すべてを完了した。何かの問題、賞状があるからといって、終わってないかのように思っていてはいけません。これがなぜ大切なのかと言いますと、すべてを完了したというのは、私たちの何かと関係ない、救いが完璧で十分だというのは何ものにも何事にも私たちが足止めされ、足を引っ張られる必要がないということでしょう。そのためです。ですから、すべてを完了したというのは、最後にこのようなメッセージなのです。
だから、後ろを向かないで何かに捕らわれないで新しい人生を歩いて行きなさいというメッセージです。過去がどうであれ、今現在、周りにどんな問題があろうが捕らわれないで気にせず、それはあなたがたは知らなくてもいい。あなたがたのための新しい人生に向かいなさい。それは祝福の人生、契約の人生、ミッションの人生、最高に価値ある人生、神様が備えられた神の願いを全うしていく人生、世界福音化のための福音宣教、人の魂を生かす人生に向かって突き進むことに何一つ足止めされることがあってはいけません。イエス様はそのようにあなたがたを救われました。「でも、まだ植民地なのですが」「それがどうしたのか」「私は障害を抱えていて…」「それがどうしたのか」「私は精神科の薬を飲んでいて」「それがどうしたのか」「夢の中で悪霊が…」「だから？」意味がわかりますか。すべてを完了した。結局、皆さんが今、悩んでいる問題は問題ではありません。すべてを完了したという福音がわかっていないから問題です。神様は逆にそれを通して、これに目覚めてもらうために、厳しいことなどを許されるかもしれません。邪魔されないで、振り向かないでください。
サマリヤの女の人は5回結婚して、6回目はまた離婚するだろうという懸念があって戸籍に入れないまま人の目を避けて、ものすごく悲しい辛い人生を送っていました。この人はイエス・キリストと出会いました。救われた途端に、今までの水を汲んでいたものを全部捨てて振り向かないで、こういった足止めするもの全部を振り払い、まっすぐに町に出て行きました。人の目を避けていた女の人が「見よ、キリストと出会ったのだよ」と叫びます。それに迷い、躊躇などあってはいけません。彼女がそれでも「私は今まで5回も離婚していた人なのに」ということを気にしていてはいけないということです。関係ありません。まっすぐに迷わずに振り向かずに何ものにも邪魔されずに。皆さん、イエス様の弟子たちを見てください。彼らは大胆にイエスのお話をしていくときに、周りからいろいろ言われました。「ガリラヤ出身じゃないのか。下っ端ではないのか。昔、こんなことをやったでしょう。こんな人間だったでしょう。それなのに何を偉そうに」と言われることを一切気にしないで「それがどうしたの。もう終わったのだから。私には新しい人生が始まったのだ。イエスの証人としての人生が」。それは偉いから、すべてが整ってきよめられているからではなくて、一切、関係ありません。それを気にしないように、すべてを完了したのです。

今週、1週間もメッセージを握って戦ってください。今の時刻表では戦うという表現を使うしかありません。あまりにも皆さんには違うものが刻印されているわけですから。皆さんの過去を全部、放り出して、今現在、現実の様々な気になることを全部取り上げて、そこで皆さんの心に引っかかるものを福音を持って再整理しましょう。それで、足止めするもの、引っかかるもの、そのすべてから自由になって抜け出しましょう。すべてを完了した。「でも…」とか出ますが、一番悪い言葉が「でも」です。国会議事堂の前でのデモも悪いですが、内側からの「でも」は一番のデモです。「でも」は、どんなに神様であっても、神様と敵対しようとして神様に文句を言おうとするようなことなので、「でも」を消しましょう。
それから、そこから離れて後ろを振り向かずに、新しい契約、つまり、伝道の人生に向かって決断し、より積極的な心構えを持って飛び込んでください。つまり、皆さんが主人公の意識を持つということです。飛び込むというのは一生懸命、頑張りましょうという意味ではなくて、意識の中でこれに迷いがないようにするということです。私は新しい人生、福音宣教のために召され変えられている人生なのだと。それぞれの現場に行かれる時に、そのような意識を持ってください。それが意識の中のメインです。給料をもらいに行くというのは、一番かわいそうなクリスチャンです。その給料はどこかで遊びながら迷っていてもそれくらいはもうかります。私だったらパチンコをやりながらも、遊びながらでも20万くらいは稼げる自信があります。そんなお金のために行くのか。それがべつにどうだああだという意味ではありませんが、皆さんの人生はすべて完了したので、新しい光輝く人生に変えられているわけですから、それに損しないようにという意味です。そのような意識を持ってください。学校に行っても、会社に行っても、意識の中では「私はここに伝道のために来ているのだ。私を通してここの人々がまことの祝福に預かるように、そのために来ているのだ。だから、仕事は周りから言われないほど、一生懸命、まじめにやろうではないか」となるでしょう。だから、認められる人になるのです。そこに神の力が加わるようになります。
今週1週間だけではなくて、残りの人生、すべてを完了したというのを保証書として握って、すべての場面に当たって、残りの生涯に向かっていきたいと願います。
(祈り)

　愛する天の父なる神様、ありがとうございます。イエス・キリストは十字架で血を流されて息を引き取って死なれることを通して、すべてを完了したとおっしゃっています。ここから、私たちは福音を正しく理解し、今まで知らず知らず、ほぼ無意識的に捕らわれている過去のものを打ち破って勝利できるように、ひとりひとりを導いてください。何ものにも捕らわれず、新しい契約の人生に向かって突き進むことができるように、聖霊様がメッセージをもって助けてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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